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９月定例会提出議案

KAS
UMIGAU

RA
平成28年 第３回定例会

平成28年第３回定例会が、９月６日から９月23日まで18日間
の会期で開催されました。今定例会では、一部の案件以外につい
ては、『平成28年第３回定例会議案審査特別委員会』を設置のうえ
付託し慎重審査を行いました。また、９月７日、12日、13日、14日
の４日間において一般質問（後頁P７～11）を行いました。

議案第49号、議案第50号の条例の廃止は特別多数議決となり３分の２以上の同意をもって可決しました。
（最終ページ　豆辞典参照）

▼
▼  

議
案
第
49
号

か
す
み
が
う
ら
市
歩
崎
公
園
ビ
ジ

タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

（
特
別
多
数
議
決
に
よ
り
可
決
）

▼
▼  

議
案
第
50
号

か
す
み
が
う
ら
市
郷
土
資
料
館
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
を
廃
止

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

（
特
別
多
数
議
決
に
よ
り
可
決
）

▼
▼  

議
案
第
51
号

平
成
28
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

主
な
も
の
と
し
て
、
生
活
保
護
総

務
事
業
の
国
庫
負
担
金
等
超
過
交

付
返
還
金
の
増
額
や
霞
ヶ
浦
中
学

校
施
設
整
備
工
事
請
負
費
を
増
額

す
る
も
の
で
す
。

▼
▼  

議
案
第
52
号

平
成
28
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）

▼
▼  

議
案
第
46
号

か
す
み
が
う
ら
市
税
条
例
等
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

国
の
法
改
正
に
伴
い
、
特
定
一
般
用

医
薬
品
等
購
入
費
の
医
療
費
控
除

の
特
例
の
追
加
等
を
す
る
も
の
で
す
。

▼
▼  

議
案
第
47
号

か
す
み
が
う
ら
市
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

　

平
成
28
年
10
月
１
日
か
ら
か
す
み

が
う
ら
市
歩
崎
公
園
ビ
ジ
タ
ー
セ

ン
タ
ー
を
か
す
み
が
う
ら
市
郷
土

資
料
館
研
修
施
設
お
よ
び
帆
引
き

船
展
示
施
設
と
し
て
位
置
付
け
る

も
の
で
す
。

▼
▼  
議
案
第
48
号

か
す
み
が
う
ら
市
郷
土
資
料
館
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

▼
▼  

報
告
第
5
号

平
成
27
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
財
政

健
全
化
判
断
比
率
及
び
資
金
不
足
比

率
に
つ
い
て

　
▼
▼  

報
告
第
6
号

専
決
処
分
事
項
の
報
告
に
つ
い
て

（
損
害
賠
償
の
額
の
決
定
及
び

和
解
に
つ
い
て
）

▼
▼  

報
告
第
7
号

専
決
処
分
事
項
の
報
告
に
つ
い
て

（
損
害
賠
償
の
額
の
決
定
及
び

和
解
に
つ
い
て
）

▼
▼  

議
案
第
45
号

か
す
み
が
う
ら
市
歴
史
博
物
館
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

平
成
29
年
１
月
１
日
か
ら
か
す
み

が
う
ら
市
郷
土
資
料
館
を
「
か
す

み
が
う
ら
市
歴
史
博
物
館
」
と
す

る
も
の
で
す
。

可　
決

可　
決

可　
決

可　
決

可　
決

可　
決

可　
決

議
案
等
の
審
議
結
果

可　
決

　
【
議
案
第
48
号
及
び
49
号
】
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▼
▼  

議
案
第
69
号

教
育
委
員
会
教
育
長
の
給
料
月
額
の

特
例
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

美
並
小
学
校
施
設
統
合
環
境
整
備

事
業
に
お
い
て
、
設
計
の
計
上
漏
れ

の
判
明
や
、
特
定
財
源
の
過
充
当

が
発
生
し
た
こ
と
に
よ
る
監
督
責

任
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
市
長
の

給
料
月
額
10
％
（
３
カ
月
）、
副
市

長
、
教
育
長
の
給
料
月
額
10
％
（
２

カ
月
）
減
額
す
る
も
の
で
す
。

▼
▼  

委
員
会
発
議
第
1
号

教
育
予
算
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書（
案
）

閉
会
中
の
継
続
審
査
に
つ
い
て

閉
会
中
の
所
管
事
務
調
査
に
つ
い
て

▼
▼  

請
願
第
3
号

教
育
予
算
の
拡
充
を
求
め
る
請
願

▼
▼  

議
案
第
53
号

平
成
28
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
介
護

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

▼
▼  

議
案
第
54
号

平
成
28
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
水
道

事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

▼
▼  

議
案
第
55
号

平
成
27
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
一
般

会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い

て▼
▼  

議
案
第
56
号

平
成
27
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

の
認
定
に
つ
い
て

▼
▼  

議
案
第
57
号

平
成
27
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
の
認
定
に
つ
い
て

▼
▼  

議
案
第
58
号

平
成
27
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
下
水

道
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の

認
定
に
つ
い
て

▼
▼  

議
案
第
59
号

平
成
27
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
農
業

集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

▼
▼  

議
案
第
60
号

平
成
27
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
介
護

保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認

定
に
つ
い
て

▼
▼  

議
案
第
61
号

平
成
27
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
水
道

事
業
会
計
利
益
の
処
分
及
び
決
算
の

認
定
に
つ
い
て

▼
▼  

議
案
第
62
号

か
す
み
が
う
ら
市
交
流
セ
ン
タ
ー
の

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

▼
▼  

議
案
第
63
号

霞
台
厚
生
施
設
組
合
規
約
の
変
更
に

つ
い
て

▼
▼  

議
案
第
64
号

市
道
路
線
の
変
更
に
つ
い
て

（
男
神
地
内
）

▼
▼  

議
案
第
65
号

市
道
路
線
の
変
更
に
つ
い
て

（
中
台
地
内
）

▼
▼  

議
案
第
66
号

市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

（
下
稲
吉
地
内
）

▼
▼  

議
案
第
67
号

市
長
の
給
料
月
額
の
特
例
に
関
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

▼
▼  
議
案
第
68
号

副
市
長
の
給
料
月
額
の
特
例
に
関
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

請
願
・
陳
情
の
審
査
結
果

可　
決

可　
決

継
続
審
査

継
続
審
査

継
続
審
査

継
続
審
査

継
続
審
査

継
続
審
査

継
続
審
査

可　
決

可　
決

可　
決

可　
決

可　
決

可　
決

可　
決

可　
決

可　
決

決　
定

決　
定

採　
択
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平成28年　第３回定例会
議案審査特別委員会における主な議案質疑

（９月15日開催）

議案第51号
平成28年度かすみがうら市一般会計補正予算（第２号）　

わかぐり運動公園管理運営事業の防球ネット改修工事はどういったものか。

サイクリングサイン（看板類）の設置委託と設計委託とあるが、どの程度の規模
で設置する考えなのか。

保育対策総合支援事業費補助金は具体的にどういったものか。

博物館にするということで、財政的なメリットはあるのか。

多目的広場のＡ面のバックネットの高さを８メートルから13メートルに伸ばす工
事をするものです。

サイクリングサインの設置については県の企画部と土木部が中心となり、関連市
町村と進めており、県のガイドラインによって看板類を設置します。なお、矢羽
根（矢印看板）については10メートル間隔で設置することになっております。

国の補助金などを活用し、保育所における保育士の業務負担軽減を図るため、負
担となっている保育以外の業務に関するシステム（指導計画やシフト表の作成な
ど）導入に必要な費用を支援する補助金です。

博物館法に基づく博物館にすることによって、社会教育施設の整備や社会教育の
諸活動を促進することを目的とする「公立社会教育施設補助金」をはじめ、多様
な団体と連携し、歴史博物館が持つ専門的な機能を十分に活用した取組を支援す
ることを目的とする「文化芸術振興費補助金」など、これまで受けられなかった
多くの補助金を活用することができるようになります。

議案第45号
かすみがうら市歴史博物館の設置及び管理に関する条例の制定に
ついて

議案審査特別委員会は15名の委員で構成

議案審査特別委員会議案質疑
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議案第62号
かすみがうら市交流センターの指定管理者の指定について　

市は指定管理料の監査、精査、見直しのチェックはするのか。

指定管理の委託を行った場合、毎年度終了後に委託内容の事業報告を求めま
す。事業が適正に行われたのかということについては、この事業報告に基づいて
チェックしてまいります。

議案第63号
霞台厚生施設組合規約の変更について

議案第46号
かすみがうら市税条例等の一部を改正する条例の制定について

どうして白雲荘を取り壊さなければならないのか。

医療費の控除について、風邪薬、胃腸薬等すべてが対象とはならないというが、
この線引きは。

霞台厚生施設組合の基本構想の中に、敷地条件の適合性という項目があり、既存
施設内にエネルギー回収型廃棄遺物処理施設を建設するには、少なくとも１万
600平米の敷地が必要となります。それを満たせない場合には新規用地取得も検
討する必要があることから、用地取得や合意形成に係るコストが増大するなどの
理由から、どうしても白雲荘を取り壊さなければならないという説明を受けてお
ります。

現段階におきましては、厚生労働省が指定する有効成分82成分を含む医薬品が対
象となります。



6KASUMIGAURA

委　員　会　活　動

産
業
建
設
委
員
会

●
市
道
路
線
の
変
更
に 

つ
い
て(

議
案
第
64
号)

●
市
道
路
線
の
変
更
に 

つ
い
て(

議
案
第
65
号)

●
市
道
路
線
の
認
定
に 

つ
い
て(

議
案
第
66
号)

●
千
代
田
地
区
区
域
指
定
制
度
導
入
に
伴
う
現

況
報
告
に
つ
い
て

●
水
道
課
入
札
公
告
の
変
更
に
つ
い
て

●
か
す
み
が
う
ら
市
中
志
筑
地
内
の
産
業
廃
棄

物
不
法
投
棄
事
案
に
係
わ
る
告
発
に
つ
い
て

●
教
育
予
算
の
拡
充
を
求
め
る
請
願

　
（
請
願
第
３
号
）

●
市
内
小
中
学
校
の
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て

調 
査 
内 

容

（
9
月
14
日
開
催
）

調 

査 

内 

容

（
9
月
14
日
開
催
）

調 

査 

内 

容

（
8
月
23
日
開
催
）

○
閉
会
中
に
行
わ
れ
た
委
員
会

○
委
員
会
付
託
案
件
の
審
査

○
委
員
会
付
託
案
件
の
審
査

○
会
期
中
に
行
わ
れ
た
委
員
会

○
閉
会
中
に
行
わ
れ
た
委
員
会

▲男神地区の現地調査

▲下稲吉地区の現地調査

文
教
厚
生
委
員
会

調 

査 

内 

容

調 

査 

内 

容

（
9
月
5
日
開
催
）

（
9
月
14
日
開
催
）

総
務
委
員
会

●
公
共
施
設
使
用
料
等
の
見
直
し
に
つ
い
て

●
水
道
課
入
札
公
告
の
変
更
に
つ
い
て

● 

視
察
研
修

　
廃
校
を
活
用
し
た

施
設
利
用
に
つ
い

て
　
【
大
阪
府
貝
塚
市
】

廃
校
小
学
校
を
農

業
体
験
型
施
設
と

し
て
活
用
し
て
い

る
事
例
を
視
察
し

ま
し
た
。

　
震
災
か
ら
の
復
興

に
お
け
る
市
と
議

会
の
取
り
組
み
に

つ
い
て

　
【
兵
庫
県
西
宮
市
】

阪
神
淡
路
大
震
災

後
の
防
災
体
制
や

危
機
管
理
体
制
な

ど
に
つ
い
て
研
修

を
行
い
ま
し
た
。

調 
査 
内 

容

調 

査 

内 
容

（
８
月
25
日
開
催
）

（
10
月
12
〜
13
日
開
催
）

○
閉
会
中
に
行
わ
れ
た
委
員
会

▲兵庫県西宮市議会前にて ▲大阪府貝塚市 ほの字の里にて
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一  般  質  問

　
給
食
費
が
未
納
と
な
っ
た
も
の
は
ど
こ
で
区
切
り
を
つ
け
て
処
分
し
て

い
る
の
か
。

　
教
育
部
長　
一
部
の
学
校
で
は
給
食
費
の
未
納
が
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り

１
食
の
単
価
が
減
り
ま
す
と
給
食
の
質
の
低
下
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。
今
後
、

今
ま
で
以
上
に
電
話
、
文
書
、
家
庭
訪
問
な
ど
で
納
入
を
促
す
よ
う
各
学
校

に
お
願
い
を
す
る
と
と
も
に
、
就
学
援
助
制
度
の
周
知
勧
奨
な
ど
に
努
め
る

な
ど
し
て
未
納
の
解
消
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
学
校
送
迎
バ
ス
利
用
対
象
地
区
解
消
と
利
用
の
自
由
化
、
運
賃
一
部
負

担
化
に
取
り
組
む
べ
き
で
は
。

　
教
育
部
長　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て
は
、
運
行
基
準
に
よ
り
、

利
用
状
況
な
ど
を
考
慮
し
見
直
し
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
通
学
に

つ
い
て
は
、
学
校
生
活
の
重
要
な
部
分
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
慎
重
に
対
応

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
財
源
と
し
て
、
運
用
開

始
か
ら
５
年
間
交
付
さ
れ
る
国
の
補
助
金
を
活
用
し
て
お
り
、
今
後
、
補
助

金
も
な
く
な
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
利
用
者
に
一
部
を
負
担
し
て
い
た
だ
く

こ
と
も
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ

古橋　智樹 議員

給
食
費
の
未
納
に
つ
い
て
本
市
の
状
況
は

一
部
の
学
校
で
は
未
納
も
あ
り
解
消
を
図
っ
て
い
き
ま
す

ＱＡ

学
校
給
食
の
水
準
ア
ッ
プ
、
並
の
充
実
を
～
人
口
減
少
子
高
齢

化
に
応
じ
る
身
体
へ
、
子
ど
も
食
堂
以
前
の
課
題

学
校
送
迎
バ
ス
の
対
象
地
区
解
消
と
運
賃
一
部
負
担
化
を
～
市

の
自
立
す
る
将
来
像
と
路
線
バ
ス
利
用
校
と
の
格
差

千
代
田
中
地
区
４
小
学
校
統
合
校
の
適
正
配
置
に
係
る
統
合
委

員
会
の
位
置
づ
け
と
再
開
時
期
に
つ
い
て

質　
問　
事　
項

１２３

田谷　文子 議員

千
代
田
中
地
区
子
供
の
成
長
を
支
え
る
地
区
懇
談
会
の
今

後
の
開
催
予
定
に
つ
い
て

こ
れ
ま
で
の
懇
談
会
の
状
況
を
踏
ま
え
、
現
在
協
議
し

て
い
る

ＱＡ　
千
代
田
中
地
区
子
供
の
成
長
を
支
え
る
地
区
懇
談
会
の
目
的
及
び
結
果

報
告
並
び
に
地
域
住
民
の
意
見
集
約
と
反
映
方
針
及
び
今
後
の
開
催
予
定
に

つ
い
て
（
第
３
回
目
に
つ
い
て
）。

　
教
育
部
長　
統
合
校
の
位
置
と
い
う
観
点
か
ら
の
懇
談
会
は
進
展
が
困

難
と
判
断
し
、
統
合
と
は
角
度
が
違
う
地
域
を
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
こ
と

が
良
い
か
地
域
の
皆
さ
ん
に
検
討
し
て
い
た
だ
い
て
統
合
の
参
考
と
す
る
計

画
で
行
い
ま
し
た
。
志
筑
小
学
校
以
外
の
３
小
学
校
は
千
代
田
中
に
小
中
一

貫
校
と
す
る
意
見
が
大
部
分
で
し
た
。
３
回
目
の
懇
談
会
の
開
催
予
定
は
、

こ
れ
ま
で
の
懇
談
会
の
状
況
を
踏
ま
え
、
協
議
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
平
成
20
年
４
月
に
県
教
育
委
員
か
ら
小
中
学
校
適
正
規
模
・
適
正
配
置

指
針
が
示
さ
れ
た
時
期
に
千
代
田
中
地
区
４
小
学
校
統
合
配
置
計
画（
設
計
）

が
進
め
ら
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
内
部
協
議
及
び
議
会
、
市
民
に
対

し
説
明
し
な
か
っ
た
こ
と
が
今
般
の
統
合
配
置
校
の
混
乱
を
招
い
た
の
で
は

な
い
か
。

　
市
長　
平
成
20
年
度
に
実
施
設
計
を
行
っ
て
い
た
千
代
田
中
地
区
の
統

合
に
つ
い
て
具
体
的
な
検
討
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
た
め
議

会
や
市
民
に
は
志
筑
小
学
校
の
移
転
整
備
と
千
代
田
中
地
区
４
小
学
校
の
適

正
規
模
化
は
切
り
離
し
て
考
え
て
い
た
こ
と
か
ら
、
特
に
議
会
や
市
民
に
対

し
て
説
明
し
て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

ＱＱ ＡＡ
小
中
学
校
適
正
規
模
・
適
正
配
置
指
針
（
県
教
育
委
員
会
）
に

基
づ
く
千
代
田
中
地
区
４
小
学
校
統
合
配
置
計
画
及
び
志
筑
小

学
校
移
転
整
備
事
業
計
画
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
に
つ
い
て

千
代
田
中
地
区
子
供
の
成
長
を
支
え
る
地
区
懇
談
会
の
目
的
及

び
結
果
報
告
並
び
に
地
域
住
民
の
意
見
集
約
と
反
映
方
針
及
び

今
後
の
開
催
予
定
に
つ
い
て

千
代
田
中
地
区
４
小
学
校
統
合
校
の
適
正
配
置
に
係
る
統
合
委

員
会
の
位
置
づ
け
と
再
開
時
期
に
つ
い
て

質　
問　
事　
項

１２３
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小松﨑　誠 議員

子
育
て
支
援
サ
イ
ト
に
つ
い
て
新
し
い
も
の
が
あ
る
か

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
活
用
し
子
育
て
世
代
に
寄
り
添
っ

た
機
能
を
備
え
て
い
る

ＱＡ

子
育
て
支
援
対
策
に
お
け
る
当
市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

ご
当
地
ナ
ン
バ
ー
に
つ
い
て

歩
崎
の
交
流
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に
設
立
を
し
た
第
三
セ
ク
タ
ー
か

す
み
が
う
ら
未
来
づ
く
り
カ
ン
パ
ニ
ー
の
事
業
に
つ
い
て

観
光
事
業
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

質　
問　
事　
項

１２３４

　
子
育
て
支
援
サ
イ
ト
に
つ
い
て
は
、
今
の
子
育
て
世
代
に
引
き
付
け
る

よ
う
な
新
し
さ
は
あ
る
か
。

　
保
健
福
祉
部
長　
子
育
て
支
援
サ
イ
ト
「
か
す
み
っ
湖
」
の
大
き
な
特

徴
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
機
能
を
活
用
し
て
、
ア
プ
リ
を
設
定
す
る
こ
と

に
よ
り
、
定
期
的
な
情
報
の
配
信
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
そ

の
他
の
機
能
と
し
て
、
子
供
の
成
長
記
録
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
カ
レ
ン
ダ
ー
な

ど
、
子
育
て
世
代
に
寄
り
添
っ
た
機
能
を
備
え
て
い
ま
す
。

　
株
式
会
社
か
す
み
が
う
ら
未
来
づ
く
り
カ
ン
パ
ニ
ー
が
今
後
予
定
し
て

い
る
事
業
に
つ
い
て
、
事
業
内
容
と
目
的
、
実
施
時
期
に
つ
い
て
伺
う
。

　
理
事　
本
年
８
月
か
ら
、
自
転
車
で
果
樹
観
光
を
し
な
が
ら
地
域
資
源

を
め
ぐ
る
、か
す
み
が
う
ら
ラ
イ
ド
ク
エ
ス
ト
を
開
始
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

９
月
に
は
交
流
セ
ン
タ
ー
に
隣
接
し
た
芝
生
広
場
に
て
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
の
道
具

と
食
材
を
セ
ッ
ト
で
提
供
す
る
事
業
も
開
始
し
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
交
流

セ
ン
タ
ー
の
１
階
に
て
市
産
農
産
物
な
ど
を
販
売
す
る
マ
ル
シ
ェ
事
業
を
計

画
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ＱＱ ＡＡ

　
Ｊ
Ｒ
神
立
駅
舎
の
建
て
か
え
を
含
む
駅
前
再
開
発
に
お
け
る
神
立
駅
周

辺
の
将
来
像
に
つ
い
て
伺
う
。

　
土
木
部
長　
駅
周
辺
の
将
来
像
に
つ
い
て
、
本
地
域
の
用
途
地
域
は
商

業
地
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
良
好
な
商
業
環
境
と
住
居
環
境
が

混
在
す
る
住
宅
地
の
形
成
を
め
ざ
し
、
あ
わ
せ
て
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

の
観
点
か
ら
、
当
市
で
は
初
め
て
の
導
入
と
な
り
ま
す
準
防
火
地
域
の
導
入

も
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
市
と
し
ま
し
て
は
活
力
あ
る
都
市
環
境
と
住
み
働

き
や
す
さ
を
備
え
た
都
市
空
間
を
目
指
し
た
市
街
化
区
域
の
核
と
な
る
位
置

づ
け
を
す
る
も
の
で
す
。

　
子
育
て
世
代
に
対
し
て
、本
市
が
独
自
に
行
う
支
援
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
市
長　
市
独
自
の
子
育
て
世
代
に
対
す
る
支
援
策
と
し
て
、
本
年
４
月

に
補
助
額
の
上
限
を
５
万
円
か
ら
10
万
円
に
引
き
上
げ
ま
し
た
不
妊
治
療
費

の
補
助
事
業
を
現
在
実
施
し
て
お
り
ま
す
。今
後
は
財
政
的
な
支
援
も
含
め
、

関
連
施
設
の
拡
充
に
継
続
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ

宮嶋　謙 議員

神
立
駅
前
再
開
発
に
お
け
る
周
辺
の
将
来
像
は

活
力
あ
る
都
市
環
境
と
住
み
や
す
さ
を
備
え
た
都
市
空

間
を
目
指
す

ＱＡ

フ
ル
ー
ツ
の
輸
出
に
よ
る
農
業
振
興
政
策
に
つ
い
て

子
育
て
支
援
に
よ
る
地
方
創
生
に
つ
い
て

土
浦
市
と
の
公
共
施
設
相
互
利
用
協
定
に
つ
い
て

質　
問　
事　
項

１３２

▲工事中のJR神立駅

▲かすみっ湖（子育て支援サイト）
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公
共
施
設
で
大
き
な
借
地
料
が
発
生
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
見

直
し
や
土
地
の
取
得
の
た
め
の
協
議
等
は
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

　
総
務
部
長　
施
設
の
総
合
計
画
に
当
た
り
ま
し
て
は
、
借
地
で
あ
る
か

ど
う
か
も
、
今
後
の
施
設
の
存
続
な
ど
に
お
い
て
大
き
な
判
断
基
準
の
一
つ

と
な
り
ま
す
。
必
要
な
土
地
に
つ
い
て
は
取
得
を
す
る
、
ま
た
、
取
得
が
で

き
な
い
場
合
の
借
地
料
の
設
定
に
関
し
て
も
一
定
の
基
準
を
設
け
る
な
ど
の

判
断
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た

事
情
も
含
め
ま
し
て
、
施
設
の
総
合
的
な
配
置
の
見
直
し
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
推
進
す
る
に
あ
た
り
、
行
政
側
で
要
綱
等

を
作
成
し
行
政
と
市
民
の
権
限
と
責
任
並
び
に
役
割
分
担
の
概
要
を
示
す
こ

と
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
市
長
公
室
長　
　

本
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
平
成
22
年
に
市
民
と
行
政

の
か
か
わ
り
方
、
そ
の
役
割
な
ど
の
基
本
的
な
考
え
方
を
示
す
市
民
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
の
指
針
を
策
定
し
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
分
野
に
お

い
て
指
針
を
基
本
に
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ＱＱ ＡＡ

矢口　龍人 議員

公
共
施
設
敷
地
の
借
地
料
等
の
協
議
は
行
わ
れ
て
い
る
の
か

一
定
の
基
準
を
設
け
る
な
ど
の
判
断
を
し
施
設
の
総
合

的
な
配
置
の
見
直
し
を
進
め
て
い
き
た
い

ＱＡ

公
共
施
設
等
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
計
画
に
お
け
る
実
行
計
画
の
基

本
方
針
及
び
取
り
組
み
に
つ
い
て

公
共
施
設
の
適
正
配
置
計
画
と
千
代
田
中
地
区
４
小
学
校
統
合

校
適
正
配
置
計
画
の
整
合
性
に
つ
い
て

廃
校
（
予
定
を
含
む
）
跡
地
の
有
効
利
用
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
並
び
に
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
係
る
行
政
と
市
民
の
責
任

及
び
役
割
に
つ
い
て

質　
問　
事　
項

１３ ２

佐藤　文雄 議員

ご
み
処
理
施
設
の
建
設
費
が
上
が
っ
て
い
る
。
建
設
時
期

を
先
延
ば
し
で
き
な
い
か

霞
台
厚
生
施
設
組
合
の
課
題
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
発
言

す
る
こ
と
は
で
き
な
い

ＱＡ　
４
市
町
に
よ
る
新
た
な
ご
み
処
理
施
設
を
霞
台
厚
生
施
設
組
合
で
建
設

す
る
と
し
て
い
る
が
、
熱
回
収
型
の
ご
み
処
理
施
設
の
実
勢
価
格
が
高
く

な
っ
て
い
る
。
こ
ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ
住
民
の
立
場
で
慎
重
に
対
応
す
べ
き

だ
。
先
を
争
っ
て
新
施
設
建
設
に
前
の
め
り
に
な
る
の
で
は
な
く
、
建
設
時

期
を
思
い
切
っ
て
先
延
ば
し
す
る
こ
と
も
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
市
長　
こ
れ
は
霞
台
厚
生
施
設
組
合
の
課
題
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
私
が

こ
こ
で
発
言
を
す
る
こ
と
で
は
な
い
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
学
校
給
食
の
無
料
化
（
補
助
も
含
む
）
に
つ
い
て
伺
う
。

　
教
育
部
長　
学
校
給
食
費
の
無
料
化
が
子
育
て
支
援
の
有
効
な
手
段
の

一
つ
で
あ
る
と
認
識
を
い
た
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
財
源
の

確
保
が
困
難
な
状
況
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
学
校
給
食
費
の
無
料
化
や
一

部
を
補
助
す
る
な
ど
、
今
は
実
施
す
る
時
期
で
は
な
い
と
い
う
ふ
う
に
考
え

て
お
り
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ
新
た
な
広
域
ご
み
処
理
施
設
建
設
問
題
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て

市
立
さ
く
ら
保
育
所
の
閉
所
問
題
に
つ
い
て

総
合
的
な
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
（
子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
関

わ
っ
て
）

上
下
水
道
事
業
に
つ
い
て

質　
問　
事　
項

１２３４５
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中根　光男 議員

結
婚
新
生
活
支
援
事
業
補
助
金
の
申
請
と
利
用
に
つ
い
て

継
続
性
の
確
保
も
必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
て
お
り
、

今
後
の
国
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
検
討
す
る

ＱＡ

結
婚
新
生
活
支
援
事
業
費
補
助
金
及
び
当
市
独
自
の
支
援
事
業
に

つ
い
て

通
学
路
の
安
全
を
め
ざ
し
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
の
拡
大
、
推
進
に
つ

い
て

が
ん
教
育
指
導
案
に
つ
い
て

子
ど
も
の
体
験
学
習
教
育
と
効
用
に
つ
い
て

幼
児
教
育
の
振
興
に
つ
い
て

質　
問　
事　
項

１２３

　
教
育
委
員
会
の
文
教
厚
生
政
策
に
つ
い
て
、
教
育
委
員
会
は
実
質
的
に

進
ん
で
い
る
小
中
一
貫
あ
る
い
は
連
携
教
育
の
基
本
方
針
の
設
定
が
求
め
ら

れ
る
。
義
務
教
育
学
校
、
小
中
一
貫
教
育
の
教
育
委
員
会
に
お
け
る
検
討
審

議
状
況
に
つ
い
て
、
個
人
的
な
見
解
で
は
な
く
て
機
関
と
し
て
行
っ
て
い
る

か
ど
う
か
の
答
弁
を
求
め
る
。

　
教
育
長　
小
中
一
貫
教
育
に
つ
い
て
整
理
の
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
が
、
現
時
点
に
お
い
て
は
検
討
会
な
ど
の
検
討
組
織
は
設
け
て
お
り

ま
せ
ん
。

　
政
治
倫
理
・
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス（
特
別
職
政
治
倫
理
条
例
制
定
の
件
）

昨
年
６
月
答
弁
以
降
の
特
別
職
政
治
倫
理
条
例
の
検
討
経
過
を
伺
う
。ま
た
、

前
回
公
室
長
答
弁
、
旧
霞
ヶ
浦
町
政
治
倫
理
条
例
の
検
討
経
過
を
伺
う
。

　
市
長　
こ
れ
ま
で
に
条
例
制
定
の
検
討
会
等
を
実
施
し
た
も
の
で
は
な

く
て
、
私
自
身
検
討
し
ま
し
た
が
、
足
並
み
が
揃
っ
て
な
い
と
考
え
、
現
時

点
で
の
制
定
す
る
結
果
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
旧
霞
ヶ
浦
町
政
治
倫
理
条
例

に
つ
い
て
検
討
の
課
題
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

ＱＱ ＡＡ

設楽　健夫 議員

小
中
一
貫
教
育
の
教
育
委
員
会
に
お
け
る
検
討
審
議
状
況
は

現
時
点
に
お
い
て
検
討
会
な
ど
の
検
討
組
織
は
設
け
て

お
り
ま
せ
ん

ＱＡ

政
治
倫
理
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス(

法
令
遵
守)

―
不
祥
事
再
発

防
止
に
つ
い
て

全
市
バ
ラ
ン
ス
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
作
り
と
文
教
厚
生
政
策
に

つ
い
て
（
主
幹
部
門
の
企
画
へ
の
復
帰
を
！
）

子
供
の
健
全
育
成
を
基
本
と
し
た
教
育
委
員
会
の
文
教
厚
生
政

策
に
つ
い
て

基
幹
産
業
で
あ
る
農
水
産
業
の
将
来
構
想
推
進
に
つ
い
て

公
共
交
通
網
の
整
備
に
つ
い
て

観
光
事
業
の
振
興
策
に
つ
い
て

質　
問　
事　
項

１３ ２４５６

４５

　
結
婚
新
生
活
支
援
事
業
補
助
金
の
申
請
と
利
用
に
つ
い
て
伺
う
。

　
保
健
福
祉
部
長　
県
内
に
お
い
て
は
、
現
在
６
自
治
体
で
実
施
の
意
向

が
あ
る
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
が
、
継
続
性
の
確
保
も
必
要
で
は
な
い
か
と
考

え
て
お
り
、
今
後
の
国
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
通
学
路
の
安
全
を
目
指
し
歩
道
が
な
い
道
路
で
狭
い
危
険
な
通
学
路
を

緑
色
で
カ
ラ
ー
舗
装
す
る
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
の
敷
設
事
業
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
伺
う
。

　
土
木
部
長　
事
業
の
取
り
組
み
、今
後
の
具
体
的
な
計
画
に
つ
い
て
は
、

路
肩
の
ス
ペ
ー
ス
も
必
要
で
あ
り
ま
す
の
で
、
舗
装
排
水
施
設
整
備
の
際
に

教
育
委
員
会
と
土
浦
土
木
事
務
所
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
児
童
・
生
徒
を

守
る
交
通
安
全
対
策
と
し
て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ
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霞
ヶ
浦
の
堤
防
が
決
壊
し
た
場
合
の
被
害
想
定
を
伺
う
。
ま
た
、
近
隣

市
と
比
較
し
て
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
簡
易
で
あ
り
、
水
防
計
画
の
見
直

し
に
よ
り
充
実
を
図
る
こ
と
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
伺
う
。

　
総
務
部
長　
本
市
の
最
大
浸
水
面
積
は
８
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、
５

１
３
世
帯
、
１
７
５
３
人
の
被
災
を
想
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
水
防
計
画

に
つ
い
て
は
よ
り
実
効
性
の
あ
る
計
画
と
し
、
沿
線
16
市
町
村
な
ど
で
構
成

さ
れ
る
霞
ヶ
浦
大
規
模
氾
濫
に
関
す
る
減
災
対
策
協
議
会
の
方
針
を
反
映
す

る
な
ど
、
本
市
防
災
会
議
で
協
議
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
レ
ン
コ
ン
に
対
す
る
野
鳥
の
食
害
対
策
に
つ
い
て
、
土
浦
市
と
本
市
で

農
作
物
鳥
獣
被
害
防
止
計
画
が
整
備
さ
れ
て
い
る
が
、
カ
ル
ガ
モ
の
捕
獲
計

画
し
か
見
て
取
れ
な
い
状
況
で
あ
り
、
今
後
の
対
策
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
伺
う
。

　
環
境
経
済
部
長　
有
害
鳥
獣
捕
獲
は
、
鳥
獣
保
護
管
理
法
に
基
づ
く
捕

獲
許
可
の
範
囲
で
行
う
必
要
が
あ
り
、
レ
ン
コ
ン
に
被
害
を
及
ぼ
す
と
さ
れ

る
野
鳥
で
は
、
カ
ル
ガ
モ
の
み
が
許
可
対
象
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
カ
ル
ガ

モ
以
外
の
野
鳥
、
議
員
ご
指
摘
の
バ
ン
や
オ
オ
バ
ン
に
つ
い
て
は
、
県
の
判

断
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
今
後
は
野
鳥
に
よ
る
被
害
状
況
の

共
有
な
ど
県
と
の
連
携
の
も
と
、
対
策
の
あ
り
方
を
考
え
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
防
鳥
ネ
ッ
ト
の
要
望
調
査
を
現
在
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
状
況
を
踏

ま
え
国
庫
補
助
事
業
へ
の
要
望
手
続
き
を
進
め
る

方
向
で
す
が
、
最
短
で
も
平
成
30
年
以
降
の
事
業

着
手
と
な
る
予
定
で
ご
ざ
い
ま
す
。

千
代
田
中
学
校
区
４
小
学
校

統
合
計
画
の
見
直
し
に
つ
い
て

平
成
28
年
９
月
６
日
に
開
催
さ
れ
た
市
議
会
全
員
協
議
会
に
お
い
て
、

市
長
か
ら
千
代
田
中
学
校
区
４
小
学
校
の
統
合
に
つ
い
て
、
当
初
の
統

合
先
で
は
統
合
が
困
難
と
判
断
し
、
市
小
中
学
校
適
正
規
模
化
実
施
計

画
を
見
直
す
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
市
長
は
、
小
学
校
統
合
に
向
け
、
小
学
校
統
合
の
み
な
ら
ず

中
学
校
の
あ
り
方
も
踏
ま
え
、
市
小
中
学
校
適
正
規
模
化
実
施
計
画
を

見
直
し
、
ど
の
よ
う
な
統
合
が
望
ま
し
い
か
検
討
し
て
い
く
こ
と
を
表

明
し
ま
し
た
。

ＱＱ ＡＡ

来栖　丈治 議員

水
防
計
画
の
見
直
し
に
よ
り
充
実
を
図
る
こ
と
に
つ
い
て

本
市
の
最
大
浸
水
面
積
は
８
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、

５
１
３
世
帯
、
１
７
５
３
人
の
被
災
を
想
定

ＱＡ

▲レンコン田のオオバン
　（加茂地内）

▲ポップコーン販売の様子

▶
議
員
有
志
勢
ぞ
ろ
い
（
ブ
ー
ス
前
に
て
）

第12回かすみがうら祭に
市議会議員有志が参加
　11月３日（祝日）に第12回かすみが
うら祭が第１常陸野公園で開催されま
した。議員有志はキャラメルポップコー

ンなどの販
売を企画し
多くの市民
と交流を深
めました。

（
仮
称
）
若
者
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
の
整
備
を
提
案
し
ま
す
。

霞
ヶ
浦
特
産
の
レ
ン
コ
ン
の
野
鳥
被
害
対
策
と
産
地
拡
大
に
つ

い
て

霞
ヶ
浦
の
堤
防
が
決
壊
、
越
水
し
た
場
合
の
被
害
想
定
、
避
難

計
画
の
整
備
に
つ
い
て

質　
問　
事　
項

１２３



10
月
15
日
・
22
日
と
、
か
す
み
が
う
ら
市
敬

老
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
戦
後
の
混
沌
と

し
た
時
代
か
ら
今
日
の
平
和
で
豊
か
な
社
会
を

築
い
て
頂
い
た
先
輩
方
に
改
め
て
敬
意
と
感
謝

の
気
持
ち
を
表
す
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

我
々
市
議
会
と
致
し
ま
し
て
も
、
こ
れ
ま
で
築
い
て
頂
い
た
礎

を
大
事
に
し
な
が
ら
、
更
な
る
か
す
み
が
う
ら
市
発
展
の
た
め
に

邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員　
櫻
井　
繁
行

コ ラ ム
議 会 日 誌議 会 日 誌

議
会
を
傍
聴
し
て

市
の
動
き
を
知
り
ま
し
ょ
う
！

議
会
を
傍
聴
し
て

市
の
動
き
を
知
り
ま
し
ょ
う
！

　
本
会
議
は
、
一
般
に
公
開
さ
れ
て
お
り
、
ど
な
た
で
も
自
由
に
傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き
、

議
会
で
の
議
員
の
発
言
や
、
市
長
の
考
え
な
ど
を
直
接
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
第
４
回
定
例
会
は
、
12
月
６
日
（
火
）
か
ら
開
会
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

豆辞典 とはとは？？
合
議
体
の
意
思
決
定
は
、
通
常
過
半
数
議
決

に
よ
り
な
さ
れ
る
が
、
特
別
の
場
合
に
は
、一

定
の
過
半
数
以
上
の
多
数
決（
例
え
ば
３
分
の

２
以
上
と
か
４
分
の
３
以
上
）を
要
求
す
る
場

合
が
あ
る
。こ
れ
を
特
別
多
数
議
決
と
い
う
。

地
方
議
会
に
つ
い
て
も
、
自
治
法
１
１
６
条

は
、
過
半
数
の
原
則
を
定
め
る
が
、同
法
に
は

そ
の
例
外
と
し
て
次
の
よ
う
に
特
別
多
数
議
決

の
場
合
を
定
め
て
い
る
。

（
１
）４
分
の
３
以
上
の
同
意
を
要
す
る
も
の

ア
　
議
員
の
除
名
処
分

イ
　
長
の
不
信
任
議
決

ウ
　
直
接
請
求
に
よ
る
副
知
事
、
副
市
長

村
長
等
の
解
職
議
決

（
２
）３
分
の
２
以
上
の
同
意
を
要
す
る
も
の

ア
　
地
方
公
共
団
体
の
事
務
所
の
設
定
又

は
変
更
に
関
す
る
条
例

イ
　
秘
密
会
の
開
催

ウ
　
議
員
の
資
格
の
決
定

エ
　
条
例
の
制
定
改
廃
又
は
予
算
に
関
す

る
議
決
に
対
す
る
再
議

オ
　
特
に
重
要
な
公
の
施
設
の
廃
止
又
は

独
占
的
な
利
用
の
処
分
　

な
お
、
特
別
多
数
議
決
の
場
合
に
は
、
議
長

は
裁
決
権
を
有
し
な
い
が
、表
決
権
を
有
す
る
。

（
新
自
治
用
語
辞
典
よ
り
抜
粋
）

特別多数議決特別多数議決

詳しいことは、議会事務局へお問い合わせください。　電話　0299（59）2111　内線1302　FAX　0299（59）4753
ホームページ　http://www.city.kasumigaura.ibaraki.jp/gikai/　メールアドレス　gikai@city.kasumigaura.ibaraki.jp

ご意見をお寄せ下さい

編集
後記

（８月１日〜10月31日まで）

　

23
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　

全
員
協
議
会

　

26
日　

一
般
会
計
決
算
審
査
特
別
委
員
会

　
　
　
　

特
別
会
計
・
水
道
事
業
会
計
決
算
審
査

　
　
　
　
　

特
別
委
員
会

　

27
日　

一
般
会
計
決
算
審
査
特
別
委
員
会

　

28
日　

一
般
会
計
決
算
審
査
特
別
委
員
会

　

29
日　

新
治
地
方
広
域
事
務
組
合
議
会
議
員

　
　
　
　
　

視
察
研
修

●
10
月
●

　

３
日
～
４
日

　
　
　
　

湖
北
環
境
衛
生
組
合
議
会
視
察
研
修

　

12
日
～
13
日　

　
　
　
　

総
務
委
員
会
視
察
研
修

　

17
日　

新
治
地
方
広
域
事
務
組
合
議
会
定
例
会　

　

18
日
～
19
日　

　
　
　
　

石
岡
地
方
斎
場
組
合
議
会
視
察
研
修

　

20
日　

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

　

21
日　

湖
北
環
境
衛
生
組
合
議
会
定
例
会

　

28
日　

茨
城
県
市
議
会
議
長
会
定
例
会

　
　
　
　

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

　

31
日　

霞
台
厚
生
施
設
組
合
議
会
定
例
会

●
８
月
●

　

10
日　

議
会
運
営
委
員
会

　

18
日　

茨
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会

　
　
　
　
　

定
例
会

　

19
日　

石
岡
地
方
斎
場
組
合
議
会
定
例
会

　

23
日　

産
業
建
設
委
員
会

　

24
日　

霞
台
厚
生
施
設
組
合
議
会
臨
時
会

　

25
日　

総
務
委
員
会

　

30
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　

全
員
協
議
会

●
９
月
●

　

５
日　

文
教
厚
生
委
員
会

　

６
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　

全
員
協
議
会

　

６
日
～
23
日

　
　
　
　

平
成
28
年
第
３
回
定
例
会

　

７
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　

全
員
協
議
会

　

12
日　

議
会
運
営
委
員
会

　

14
日　

文
教
厚
生
委
員
会

　
　
　
　

産
業
建
設
委
員
会

　

15
日　

平
成
28
年
第
３
回
定
例
会
議
案
審
査

　
　
　
　
　

特
別
委
員
会

　
　
　
　

一
般
会
計
決
算
審
査
特
別
委
員
会

　
　
　
　

特
別
会
計
・
水
道
事
業
会
計
決
算
審
査

　
　
　
　
　

特
別
委
員
会


